
　

我
が
国
の
景
気
は
、
一
昨
年
の
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
の
厳
し
い
状
況
が
続

き
、
物
価
の
下
落
と
利
益
の
減
少
が
繰

り
返
さ
れ
る
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
状
態
に

陥
っ
て
い
ま
す
。
人
員
や
賃
金
が
削
減
さ

れ
、
失
業
率
に
お
い
て
は
５
パ
ー
セ
ン
ト

前
後
で
高
止
ま
り
し
て
お
り
、
有
効
求
人

倍
率
も
0
・
5
倍
程
度
と
い
う
非
常
に

厳
し
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
財
政
を
め
ぐ
る
状
況
も
、
景
気
の

低
迷
、
消
費
の
落
ち
込
み
、
雇
用
の
悪
化

な
ど
に
よ
り
、
法
人
所
得
や
個
人
所
得
の

伸
び
が
見
込
め
ず
、
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。

　

毛
呂
山
町
に
お
い
て
も
福
祉
関
連
経
費

の
増
加
、
学
校
施
設
や
役
場
庁
舎
な
ど
既

存
施
設
の
老
朽
化
や
耐
震
化
に
伴
う
対
応

な
ど
に
よ
り
、
財
政
需
要
は
拡
大
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
22
年

度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
毛
呂
山

町
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
踏と

う
し
ゅ
う襲
し
、

既
存
の
事
業
お
よ
び
経
費
の
見
直
し
を
引

き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
第
四
次
毛

呂
山
町
総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
で
掲
げ

ら
れ
た
目
標
で
あ
る
「
安
心
と
安
全
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
基
本
と
し
て
推
進
い
た
し

ま
す
。
と
く
に
歳
出
全
般
に
つ
い
て
抑
制

を
図
り
、
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
創
意

と
工
夫
に
よ
り
最
少
の
経
費
で
最
大
の
事

業
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
効
率
的
配
分
に

努
め
、
編
成
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
10
月
31
日
か
ら
11
月
３
日
に

か
け
て
、
毛
呂
山
町
の
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
を
含
め
、

関
東
お
よ
び
周
辺
地
域
で
現
在
も
行
わ
れ

て
い
る
保
存
団
体
９
団
体
が
集
う
「
や
ぶ

さ
め
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

毛
呂
山
町
の
誇
る
流
鏑
馬
の
文
化
・
伝
統

の
再
認
識
や
他
市
町
の
保
存
団
体
と
の
交

流
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
機
に
、
毛

呂
山
町
が
流
鏑
馬
を
守
り
伝
え
て
き
た
品

格
の
あ
る
町
で
あ
る
こ
と
を
全
国
に
発
信

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
「
緑
と
ふ
れ
あ
い
の
文
化
都
市

も
ろ
や
ま
」
を
基
本
理
念
と
す
る
『
第
四
次

毛
呂
山
町
総
合
振
興
計
画
前
期
基
本
計
画
』

の
計
画
期
間
が
平
成
22
年
度
で
終
了
す
る

こ
と
か
ら
、
平
成
23
年
度
を
初
年
度
と
す

る
後
期
基
本
計
画
を
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
手
続
き
を
経
な
が
ら
、
町
民
と
行

政
の
協
働
に
よ
り
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
規
事
業
と
し
て
、
毛
呂
山
町
史
が
刊

行
さ
れ
て
か
ら
30
年
が
経
過
し
、こ
の
間
、

歴
史
的
な
発
見
が
あ
り
、
新
し
い
郷
土
研

究
も
多
数
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、『
新
毛
呂
山
町
史
』
の
刊
行
を
予
定

平
成
22
年
度

施
政
方
針

安心のまちづくりを推進

限
ら
れ
た
財
源
を

最
大
限
に
活
用

教育施設の安全整備、
子ども手当をはじめとする子育て支援事業、
道路行政などの生活基盤整備。
そして、なにより
安心して暮らせるまちづくりに重点をおき、
最少の経費で最大の事業効果が得られるよう
予算の効率的な配分に努めました。

平
成
22
年
度
の

新
規
事
業
・
主
要
な
取
組
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町
民
農
園
と
し
て
の
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

水
道
事
業　

住
民
の
皆
さ
ん
に
今
後
も
安

全
な
水
を
安
定
的
に
供
給
し
て
い
く
た

め
、
苦

に
が
ば
や
し林
浄
水
場
に
紫
外
線
処
理
設
備
を

設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
石せ

き
め
ん綿

管
お
よ
び
老

朽
管
の
布
設
替
え
工
事
を
始
め
と
し
た
、

配
水
管
施
設
整
備
を
引
き
続
き
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
耐
震
補
強
工
事
な
ど
教
育
施
設
の
整

備
、
子
ど
も
手
当
て
を
は
じ
め
と
す
る
子

育
て
支
援
事
業
お
よ
び
道
路
行
政
な
ど
の

生
活
基
盤
整
備
、
な
ら
び
に
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
施
策
に
重
点
を
お
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
立
場
に
立
ち
、
行

財
政
改
革
を
推
進
し
、
希
望
と
活
力
に
満

ち
た
明
日
の
毛
呂
山
町
を
築
く
た
め
、
最

大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
決
意
で
す
。

し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
事
業　

新
た
な
制
度
の
子
ど

も
手
当
に
つ
い
て
は
、
次
世
代
の
社
会
を

担
う
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
社
会
全
体
で

応
援
す
る
観
点
か
ら
、
中
学
校
修
了
ま
で

の
子
ど
も
を
対
象
に
、
一
人
に
つ
き
月
額

１
万
３
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
保
育
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
た
め
、（
仮
称
）
子
育
て
支
援
等
検

討
委
員
会
を
設
置
し
て
、
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

教
育
関
連
事
業　

情
報
化
、
国
際
化
、
少

子
高
齢
化
な
ど
、
教
育
を
め
ぐ
る
状
況
が

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
教
育
上
の
諸

課
題
を
克
服
し
「
基
礎
学
力
日
本
一
」
を

実
現
す
る
た
め
、
学
校
の
図
書
購
入
費
を

大
幅
に
増
額
し
た
り
、
教
育
セ
ン
タ
ー
に

非
常
勤
特
別
職
の
所
長
を
配
置
、
指
導
主

事
一
人
を
増
員
す
る
な
ど
し
て
、
教
育
行

政
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
泉
野
小
学
校
、
川
角
中
学
校
の

校
舎
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
泉

野
小
学
校
で
は
ブ
レ
ー
ス
に
よ
る
耐
震
補

強
の
ほ
か
、
屋
上
の
防
水
工
事
、
外
壁
の

一
部
塗
装
工
事
を
、
川
角
中
学
校
で
は
耐

震
補
強
の
ほ
か
、
玄
関
改
修
工
事
、
外
壁

の
一
部
塗
装
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
光
山
小
学
校
校
舎
お
よ
び
川

角
中
学
校
体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事
の
設

計
を
行
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
維
持
管
理　

図
書
館
と
総
合

公
園
を
含
む
体
育
施
設
の
管
理
運
営
を
、

４
月
か
ら
指
定
管
理
者
に
移
行
し
、
こ
れ

ら
の
施
設
利
用
者
に
対
す
る
さ
ら
な
る

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、役
場
庁
舎
の
耐
震
補
強
工
事
を
、

平
成
22
年
度
・
23
年
度
の
２
年
に
渡
り
実

施
し
ま
す
。
工
事
実
施
に
際
し
て
は
、
来

庁
さ
れ
る
住
民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
な
い
よ
う
、施
工
し
て
参
り
ま
す
。

都
市
計
画
事
業　

長
瀬
駅
前
野
久
保
線

整
備
を
含
め
た
武
州
長
瀬
駅
北
口
周
辺
地

区
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
町
道

第
１
１
０
号
路
線
以
北
の
用
地
取
得
に
努

め
、
自
由
通
路
や
橋
上
駅
舎
、
前
久
保
中

央
公
園
連
絡
道
路
な
ど
一
体
的
に
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

環
境
関
連
事
業　

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

削
減
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
の
観
点
か

ら
、
毛
呂
山
町
に
居
住
し
、
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
設
置
す
る
個

人
に
補
助
を
行
い
ま
す
。
ま
た
消
費
電
力

や
熱
の
発
生
が
少
な
く
環
境
負
荷
が
低
い

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
防
犯
灯
を
設
置
し
ま
す
。

観
光
・
農
業
関
連
事
業　

町
の
活
性
化
や

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
観
光
の
振
興
を
図
る

た
め
、
公
募
に
よ
り
、
誰
か
ら
も
親
し
ま

れ
る
よ
う
な
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
作
成
し
ま
す
。

　

農
業
関
連
に
お
い
て
は
、
遊
休
農
地
を

活
用
し
、
貸
し
農
園
を
開
設
す
る
人
に
対

し
て
補
助
金
の
交
付
を
行
い
、
遊
休
農
地

の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
町
民
に
対
し

平成22年度施政方針

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
決
意
で
す
。

　

ま
た
、
泉
野
小
学
校
、
川
角
中
学
校
の

整
備
を
含
め
た
武
州
長
瀬
駅
北
口
周
辺
地

の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
町
民
に
対
し
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